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は
、
減
に
有
雌
く
存
じ
、
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
術
御
挨

拶
を
串
し
述
べ
さ
せ
て
卿
き
ま
す
。

昨
年
伽
月
一
千
八
属
国
民
待
望
の
誠
和

条
約
の
発
効
蓮
見
、
わ
が
国
が
一
種
立

国
と
し
て
発
足
以
来
、
既
に
十
一
カ
月

一
麺
経
過
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

を
准
翅
し
た
α
て
茂
り
ま
す
力
こ
伍

間
国
以
に
お
い
て
は
勿
論
、
地
方
自
治

体
の
迎
謹
に
お
い
て
も
占
領
下
の
異
蛎

｜
な
形
態
を
暁
却
し
き
れ
ず
眞
に
独
立
国

一
鯛
棚
蓉
嘩
云
齢
騨
湖
劉
傘

と
し
て
国
壁
の
世
瞼
を
基
礎
と
す
る
産

柔
経
済
、
教
育
、
文
化
す
べ
て
に
亘
り

自
主
的
再
建
の
方
向
に
向
い
つ
つ
あ
る

が
、
こ
れ
が
実
現
に
は
、
な
お
相
当
の

日
時
と
努
力
と
思
い
切
っ
た
施
策
が
必

要
で
あ
る
の
を
私
は
身
を
以
て
体
職
致

し
て
居
る
穣
な
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

条
約
の
発
効
蓮
見
、
わ
が
国
が
一
種
立

国
と
し
て
発
足
以
来
、
既
に
十
一
カ
月

在
経
過
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

間
国
哩
に
お
い
て
は
勿
論
、
地
方
自
治

◇
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挨
拶

本
日
こ
●
二
に
予
算
確
云
と
も
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す
べ
き

と
こ
ろ
の
本
年
産
最
後
の
塗
一
千
五
回

』
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予
蝉
懸
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あ
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一
千
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定
例
町
職
会
些
一
万
二
・
工
〈
日
か
童
千
八
日
ま
雲
一
百
凹
幸
件
に
の
ぼ
る
磯

案
を
慨
五
審
磯
し
た
そ
の
結
果
は
、
全
奈
件
は
原
案
通
り
可
決
と
な
っ
た
が
、
そ
の
車
、
町
行
政
迩
織
上
の
韮
盤

で
あ
る
と
こ
ろ
の
『
昭
和
一
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八
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産
歳
入
歳
出
予
算
』
に
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い
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の
『
町
長
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拶
』
及
び
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乗
蝿
由
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㈱

』
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般
遙
公
鵬
丁
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こ
と
に
す
る
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本
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の
予
算
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更
に
各
位
御
承
知
の
通
り
、
昨
隼
八
月

吉
田
首
相
が
、
棄
醗
院
の
抜
釘
解
散
を

断
行
後
、
髄
か
半
年
に
し
て
｝
あ
虚
の

第
十
五
回
国
会
に
お
い
て
、
・
明
一
＄
十
八

年
度
の
予
算
案
の
外
、
義
務
教
育
学
校

職
蝿
法
案
、
改
正
嬢
察
法
案
、
恩
給
改

正
法
案
、
ス
ト
規
制
法
案
な
ど
の
五
麺

寒
法
案
を
は
じ
め
、
大
部
分
の
法
突
が

不
成
立
の
ま
ま
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由
党
の
内
紛
に
端

を
発
し
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去
る
十
四
眉
吉
田
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閣
の
手

に
よ
り
再
び
連
命
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な
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モ
し
て
政
史

上
異
例
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あ
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と
い
わ
れ
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解
散
が
行

わ
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九
日
に
は
衆
曜
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磯
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総
選
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四
日
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半
数
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任
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満
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よ
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通
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れ
る
こ
と
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っ
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垂
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｜、慮
さ
れ
ま
す
こ
と
は
災
害
復
旧
工
頚
に

対
し
ま
す
金
融
面
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま

す
。

こ
れ
は
去
る
二
十
四
日
五
所
川
原
公
民

館
で
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
隆
梨
振
興
計
画

に
関
す
る
協
臓
会
の
席
上
で
『
弱
体
化

・
し
て
い
る
鰹
協
に
対
し
て
の
融
査
は
従

来
以
上
に
制
限
す
る
』
と
い
わ
れ
て
お

昭和28年度青森縣北津軽郡金木町歳入歳出予算総計表
（入

前年屋予算額

識

別本年産予算額
鮫
減

比

埴

4,882,407円

330,000

誠

P

円I，7,403,350円

5,250,N0.

20，450

300

228，100

3,919,800

48,730

200

20,000

1,005,000

3,400,000

21,293,930

12,285,757円

5,600,0"

20,450

300

239,6㈹

4,409,655

1,097,477

1．町税

2．地方財政平衡交付金

3．公企薬及び財産收入

4.夫役及び現品
5．使用料及び手数料

6．国庫支出金

7．県支出金

8．寄附金

9．繰越金

10.雑収入

11.町侭

エ
Ｆ
Ｆ

－
夫
使
国
曝
寄
繰
雑
町
歳
謹
役
謡
主
教
》
嘩
鯏
》
壷
砿
唾
盤
社
保
産
財
統
選
公
路
蝿
矛
歳

－
４
５
６
７
８
９
ね
Ⅱ
１
２
３
４
５
６
７
８
９
旧
川
砲
旧
叫
腸
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●
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Ｆ
ｂ
●
■
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■
や
■
句
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●
●
■
●
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■
●
■
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■
●
晶
巳
●
●
●
ｐ
●
◆
◆
●
の
巳
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甲
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●
■
夕
■
◆
●
幻
０
合
〃
９
●
り
ぴ
。
◇
■
ご
■
ｅ
伊
旬
●
■
の
９
℃
や
ｐ
Ｑ
●
Ｐ
■
“
■
夕
■
ら
●
▽
＆
■
〃
■
◆
ご
グ
。
●
ウ
■
。
■
ザ
■
ら
句
包
○
■
ｐ
■
も
ｑ
ｆ
Ｏ
つ
寺
ｒ
Ｑ
●
甲
▲
ｃ
句
■
■
●
け
凸
。
○
ザ
ら

11,"O

489,755

1,048,747
庫支出金

麦出金

附金

越金

收入

侭

入 合 計

会蜜

場喪

案湾防蜜

木愛

育喪

育 委員 会薮

木小学校費

倉小学校蜜

田小学校誕

木 中学 校蜜

等学校負担金

会教育錘

織盛

会労働施設喪

健術生蜜

業 経． 済費

産蕊

計調査喪

挙蜜

便蜜

支・出金

方振興蜜
施変

出合計

化
さ
れ
て
お
る
現
在
、
当
町
の
農
樂
協
ざ
い
ま
す
。
ま
た
自
己
財
源
痩
得
の
た
め
の
国
有
林

同
組
合
の
強
化
は
当
然
な
さ
れ
な
け
れ
こ
の
反
面
媚
し
い
こ
と
を
こ
の
席
上
で
開
放
、
そ
し
て
六
百
町
歩
の
開
田
計
画

一
ぱ
な
ら
な
い
時
期
で
は
な
い
か
と
考
え
一
つ
御
披
蝿
申
上
げ
た
い
こ
と
は
近
く
に
関
す
る
ダ
ム
建
設
の
賓
料
燭
査
等
種

一
互
鮮
蕊
窪
嘩
迩
龍
椴
窯
謹
窪
濡
溌
鍜
懲
篝
製

1,097,47748，ｿづu

200200

1,00020,000

10,0001,005,000

5,750,0003,400,000

29,414,43921,293,930

歳 出

820,1"836,049

6,707,6465,378,878

998，157、793,325

551,"04B8,000

8,081,2肥8,569,765

394,800

773,760724,040

401,020394,425

314,538316,880

658,7"586,120

-460,000400,000

78，300148,300

5,000,0006,000,0()0

7,691,0001,930,265

439,333･308,745

1,318,760804,245

313，515279,936

54,(mO54,000

216,70052,900

1,450,1711,272,409

279,379170,500

193,000143,000

300,000244,913

29,414,43921C295,930

り
、
更
に
農
業
団
体
の
再
編
成
が
叫
ば
・
問
題
だ
け
で
な
く
隆
村
経
済
即
ち
鰹
民
る
観
光
町
金
木
町
の
建
股
に
遡
進
す
る

れ
殊
に
相
当
以
上
の
予
算
計
上
を
期
待
の
所
得
向
上
更
に
町
発
展
の
た
め
に
も
こ
と
に
な
っ
て
お
り
欣
快
に
堪
え
な
い

さ
れ
る
食
糠
埴
産
五
カ
年
計
画
が
法
制
御
協
力
願
い
た
い
と
存
ず
る
次
鈍
で
己
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

19,M0

993,000

△

2,350,000

8,118,509

14,859

1,328,768

204,832

93，380

488,557
画

394,800

49，720

6.595

2,342

72,670

60,000

●

70,000

1,000,M
●

5,760,73う

130,538

514，515

33,579

$

別

163,800

177,762

103,879

50,000

55,087

118,509

､

P

8，1

す
今
日
こ
の
際
更
に
覚
悟
を
薄
に
し
妻
す
。

”
譲
蕊
鮓
懲
篝
一
議
皿
鱈
》
舞
謂

る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
今
後
と
も
各
位
一
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
職
風
の
給
与
べ
１

の
一
暦
の
御
協
力
種
お
願
い
申
上
げ
る
ス
の
引
上
げ
に
よ
る
多
額
な
財
政
需
要
一
一

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
二
十
八
年
度
歳
入
歳
出
予
算
案
に

つ
い
て
モ
の
概
要
種
ご
娩
明
申
上
げ
ま

認
叫
と
も
合
計
弐
千
九
百
四
拾
壱
万

．
四
百
参
拾
九
円

‐
昨
年
産
当
初
予
算
よ
り
～

八
百
拾
壱
万
余
円
墳
額

す
。

鍵
薙鑑
る財 はこ
の政今と
でへにな

謹溌
一一

か次成百
らに つ四
妥予た十
む算の一

璽禺藍畠
を容ざ千
御に い四
晩つま百
明きす三
申ま。＋
上し九
げて円

手留・烏

繊
風
各
位
も
ご
承
知
の
如
く
昨
今
に
お

け
る
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
蓮
見
ま

す
に
地
方
自
治
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
の
最
少
限
度
の
使
命
を
全
う
す

る
た
め
に
も
、
そ
の
経
愛
の
捻
出
に
悩

み
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
り
、
ま
た
国
家

財
政
に
し
て
も
急
速
に
そ
の
好
転
を
期

展
に
寄
与
し
、
し
か
も
緊
急
と
認
め
ら

侍
す
る
こ
と
が
困
難
な
関
係
か
ら
地
方

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
こ
れ

財
政
平
両
交
付
金
に
も
関
連
性
を
持
つ

垂
計
上
し
町
費
、
経
常
経
蛮
に
つ
い
て

た
め
に
増
額
交
付
も
余
り
期
待
が
出
来
一
は
義
務
的
経
黄
を
除
き
臓
則
と
し
て
昨

得
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
｜
年
歴
当
初
予
算
に
給
与
ベ
ー
ス
引
き
上

し
か
る
に
そ
の
反
面
た
び
た
び
申
上
げ
げ
に
津
っ
、
増
加
所
要
額
を
加
え
こ
れ

る
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
昭
彊
千
四
に
適
正
な
湖
盤
を
加
え
計
上
致
し
た
の

年
に
お
け
る
小
中
学
校
舎
の
焼
失
は
町
で
ご
ざ
い
ま
す
。

財
政
に
一
沫
の
暗
影
を
投
じ
た
も
の
で
一
以
上
申
上
げ
た
諸
点
莚
勘
按
し
て
昭
和

溌
淵
織
窪
糾
鯛
輌
雛
岫
一
逵
融
繊
鰕
蝶
垂
雛
誰
礼

、

マ

そ
れ
ま
た
早
急
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ
の
町
民
の
誼
会
福
祉
施
設
、
は
た

ま
た
農
協
一
本
化
対
策
、
産
梁
の
開
発

促
進
対
策
、
中
小
企
梁
金
融
対
策
等
点

の
財
政
隔
要
に
よ
り
益
点
困
難
の
度
琶

増
し
昭
和
二
十
七
年
塵
に
お
い
て
も
相

当
の
歳
入
欠
陥
蓮
余
離
な
く
さ
れ
る
現

状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
度
の
予
算
編
成
に
当
り
ま
し
て
は

か
か
る
状
況
に
鑑
み
努
め
て
收
支
の
均

衡
を
保
持
す
る
こ
と
に
意
を
用
い
事
憧

の
許
す
限
り
嬢
入
の
増
加
種
函
る
こ
と

と
し
ま
た
歳
出
に
つ
い
て
は
、
財
源
並

び
に
事
業
効
率
の
関
熊
か
ら
見
て
公
共

事
案
、
国
腫
補
助
慕
梨
等
で
町
政
の
発

’ ざ
－

～
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ｌ
駒
平
剴
虚
．

ニ
ー

ｒ
ロ
』
”
心

惨.‘

'.一」、 金
●

【
歳
出
】
て
一
○
、
○
○
○
円
の
減
額
諸
手
当
に

お
い
て
三
五
八
、
六
○
○
円
の
蛎
額

顔
出
予
算
総
額
に
お
い
て
昨
年
度
当
初

交
際
喪
に
お
い
て
三
○
、
○
○
○
円
の

》
蝿
辨
騒
騨
猯
鰈
縮
融
踊
朧
鮮
溌
卿
隣
一
一
一

総
額
幸
》
各
識
別
に
申
上
げ
ま
す
と
○
、
○
○
○
円
第
二
項
の
研
修
蜜
及
び

◎
『
人
件
頚
は
認
予
騨
頚
の
三
七
・
四
報
演
蛮
は
昨
年
同
棟
麓
担
金
に
お
い
て

％
』
．

以
上
予
算
総
額
二
千
九
百
四
十
一
万
四
一
塞
弛
》
八
二
八
円
の
減
と
な
っ
て
お
り

悪
請
謹
鼈
謹

比
べ
て
一
、
三
一
八
、
七
六
八
円
の
増

額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
職
輿
給
に
お

い
て
給
料
べ
１
ス
引
上
げ
に
伴
う
塘
額

は
九
四
○
、
三
一
四
円
で
旅
蜜
に
お
い

◎
畷
会
喪
。

》
》

八
二
○
、
一
九
○
三
・
八
％
）

昨
年
よ
り
一
四
、
八
五
九
円
減
》
一

先
ず
第
一
款
醗
会
蜜
に
お
い
て
昨
年
度
壼

碓
窪
諏
調
鯛
駕・

疑

交
際
蜜
に
お
い
て
一
四
○
○
○
円
、
》
一

放
蛮
一
七
、
○
○
○
円
の
減
額
と
な
り
蝿段

モ
ー
を
蟻
興
報
酬
及
び
手
当
に
お
い
て
絵
・
出
↑ユ

姪

糞
ベ
ー
ス
引
上
げ
に
雀
っ
七
一
、
八
二
鐸恥

沖

五
円
の
端
額
と
相
成
っ
て
お
い
ま
す
。
一
》

◎
役
塩
員
”
野一皿癖

六
、
七
○
七
、
六
四
六
円
（
一
三
。
八
％
）
碑舞

昨
年
よ
り
一
、
三
一
八
、
七
六
八
円
増
鍛鐙

笙
藪
の
役
場
蜜
に
お
い
て
昨
年
厩
に
蝉

千
百
万
円
で
あ
り
ま
し
て
総
予
算
額
の

三
七
・
四
％
を
占
め
て
い
る
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

利料
子、
並馳

E侭
急葺
畠責

驚喜
は借
約入
一金
言一一
・.､?:..f
･･･････.･9

〆

、
●
・
旬
巳
“
訳

里
■
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
甘
阜
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｂ
■
首
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
垂
■
・
■
■
■
■
』

（
い
つ
で
も
出
動
で
き
る
よ
う
に
と
手
入
中
の
蓮
轌
手
）

ざ
い
ま
せ
ん
が
分
秒
を
争
司

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
必
盃

意
味
合
か
ら
新
年
度
に
お
い

のあ
迅り
運ま

鰄
今災
璽時
申に

◎
篭
璽
消
防
費
、
｜
・
転
手
一
名
鞍
設
函
す
る
計
画
を
致
し
た
一
な
お
川
倉
校
グ
ラ
ン
ド
の
改
修
に
つ
い
ざ
い
ま
す
。

丸
九
八
、
一
読
七
円
（
一
子
閥
％
）
一
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
▲
『
金
木
小
学
校
蜜
』

一
て
傾
斜
面
慈
だ
し
く
部
落
民
冬
年
の
要

蕊
三
饗
罷
鰈
議
露
諺
灘
溌
壜
舞
蕊
蕊
謹
需
遥
潔
諜
蜑
鯰
調

建
澱
龍
轤
蕊
一
窪
懲
灌
西
鶴
鯛
蕊
講
和
灘
謹
塗
輯
雛
議
鑪
霊

蕊
蕊
蕊
鰻
建
騨
淀
議
函
欝
に
お
い
て
存
で
ご
ぎ
い
震
ず
．
驚
篤
愛
に
錆
い
て
六
・
。
門
の
婚

社
へ
対
し
浦
と
交
渉
を
致
し
て
見
る
所
一
家
族
の
減
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
が
完
蛎
を
期
す
る

“
る
も
の
幟
燃
料
饗
三
、
二
壷
。
円
、
蕊
蝿
蕊
選
調
澱
蕊
鼈
篭
骸
謹
囎

の
四
八
、
五
三
○
円
の
増
額
計
上
の
主
『

意
味
合
か
ら
新
年
度
に
お
い
て
常
備
運

少

；鰯

塞
、

ﾛ

ク

一
研
修
喪
に
お
い
て
一
○
、
○
○
○
円
の
箔
て
る
た
め
に
も
是
非
実
現
致
し
度
目
一
▲
『
川
麹
小
学
校
喪
』

一
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
下
関
係
機
関
に
折
衡
中
で
ご
ざ
い
ま
す
一
職
風
給
二
、
函
○
○
円
増
額
は
給
料
一

営
繕
責
に
お
い
て
は
一
一
面
、
○
○
○
円
◎
駁
音
壷
一
ペ
ー
ス
の
引
上
げ
に
よ
る
埆
額
、
諾
手
一

の
増
額
計
上
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
八
、
○
八
一
、
二
○
八
円

一
一
当
九
、
室
一
禿
円
の
埴
も
べ
１
ス
引
上
一

一
．
土
木
蜜

”
（
一
石
・
％
瓜
）
一
一
げ
に
伴
う
蛎
額
、
維
持
修
繕
蜜
重
宍
》

ゞ
五
五
一
、
三
八
○
円
（
一
・
八
％
）
一
昨
年
よ
り
”
八
八
、
五
五
七
円
婚
．
○
円
の
減
、
報
侭
賓
で
三
、
五
九
○
円
一二

毎

昨
年
よ
り
九
三
、
二
一
八
○
円
堀
↑
次
に
第
五
款
教
育
蜜
に
つ
い
て
ご
説
明
の
疎
隔
用
蜜
一
五
、
六
二
○
円
の
埴
一
一

一
第
岡
款
土
木
変
に
お
い
て
九
三
二
六
一
申
上
げ
ま
す
。

一
負
担
金
五
、
○
餌
○
円
の
埴
と
な
っ
て
ゞ

○
円
の
堀
額
計
上
で
あ
り
ま
す
が
、
道
一
▲
『
諏
育
委
員
会
』

畷
驚
驚
蜜
に
お
い
て
五
○
、
。
。
奉
習
罐
景
知
の
知
く
教
皇
異
議
騨
溌
鑿
迩
一
一

寵
溌
籠
溌
諒
蕊
難
驍
鑪
饅
蕊
蕊
塵
・
蓼
す
。

一
昨
年
度
に
お
い
て
五
カ
年
計
画
予
定
の
一
船
即
ち
委
風
会
霧
記
一
名
の
侭
給
年
額
職
厘
給
に
お
い
て
一
二
一
、
二
○
○
○
円
一

一
金
木
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
錐
一
期
工
事
一
と
し
て
十
四
万
四
千
円
（
月
額
一
二
、
の
噸
額
は
各
校
同
樮
給
料
ベ
ー
ス
引
上
毎
一

霧
溌
灌
燕
鶴
蕊
一
灘
鍵
寒
《

悪
霊
蕊
鱸
皇
蟻
蕊
熱
舗
職
識
襟

一
い
ま
す
。

一
藤
瀧
蕊
、

一
色
呂
一
よ
う
戸
罠
◎
旬
ノ
に
先
ず
◎

の
四
八
、
五
三
○
円
の
蛎
額
計
上
の
主
↓
は
大
東
ケ
丘
分
校
の
人
夫
麓
引
上
げ
に

な
る
も
の
嚥
掛
三
、
二
壷
。
円
、
識
繩
蕊
灌
鯛
雛
よ
る
も
の
で
、
報
値
豐
千
門
の
櫓
、

食
糎
蚕
二
、
三
○
○
円
、
ゞ
修
繕
室
一
一
の
如
く
一
値
の
工
曙
費
と
み
ら
れ
る
金

ｏ
、
○
○
○
円
、
備
品
喪
一
二
、
○
○
｜
術
改
修
工
嶺
鯛
査
実
施
驚
蛮
即
一
蝿
躍
継
一
麺
黙
唾
澱
獺

雛
蕊
蕊
垂
謝
津
稚
灘
潔
離
蕊
祭
黙
蕊
鶴
姪
錘

斌

び
交
付
金
に
お
い
て
一
、
五
七
○
円
、
一
ゞ一

て
は
全
会
一
致
金
木
町
の
百
年
の
計
を
一
石
円
の
埆
額
計
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

詞

段

窓

‐

金
処
卜

一全"－
■■
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申

０
‐

‐
‐
ｌ
■
１
口
ｐ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
学

q

空

Z
Ｐ
一

‘と

0

り
一
弾
關
鯛
澱
章
撫
繊
細
一

て
こ
〈
、
一
六
○
円
の
埴
、
営
繕
薮
は

六
○
○
円
の
堀
、
研
修
錘
は
前
年
同
額

諸
蜜
で
は
五
、
四
八
○
円
の
増
と
な
っ

て
お
り
総
額
に
お
い
て
六
五
八
、
七
九

○
円
で
前
年
庭
に
比
し
七
二
、
六
七
○

円
の
婚
額
計
上
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▲
『
商
等
学
校
負
担
金
』

高
校
に
対
す
る
当
町
負
担
金
は
四
十
六

万
円
の
計
上
で
昨
年
度
に
比
し
て
一
割

五
分
埴
の
六
万
円
の
堀
額
と
相
成
っ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
前
に
も
述
べ
ま

し
た
よ
う
に
職
風
の
給
料
べ
１
ス
引
上

げ
に
伴
う
各
校
同
禄
の
自
然
増
と
伽
品

そ
の
他
内
容
充
実
に
塞
ぐ
分
担
喪
用
で

ご
ざ
い
ま
す
。

▲
『
註
会
敬
育
痩
』
．

総
額
に
お
い
て
七
○
、
○
○
○
円
の
減

額
は
前
年
展
に
計
上
い
た
し
ま
し
た
広

一
捌
蕊
報
難
壁

壼
幟
割
酷
醗
唾
坐
一
、
一
聿
画
華
医
恥
部
一

職
員
給
に
お
い
て
三
一
、
四
○
○
円
の
一

端
額
は
各
校
同
隷
給
料
べ
１
ス
引
上
げ

に
よ
る
も
の
で
詫
手
当
に
お
け
る
一
七

額
計
上
と
相
成
っ
て
お
り
ま
す
。

▲
『
金
木
中
学
校
壷
』

喪
に
お
け
る
二
五
、
七
八
○
円
の
減
額

は
校
舎
増
改
築
を
前
提
と
し
た
減
額
献

上
で
あ
り
負
担
金
禰
助
及
び
交
付
金
に

お
い
て
は
四
、
四
五
○
円
の
減
と
な
つ

一
蕊
霧
溌
熟
議
綴
蕊
鑑
麺
麓
露
罵
騨
灘
懸
識
織
躍
畷
規
計
上
で
、
総
額
に
お
い
て
芸
、
六

目
Ⅱ
ニ
ー
■
日
■
冒
Ｊ
ｐ
０
二
１
８
０
１
画
８
．
８
’
三
１
０
一
日
Ｉ
ｏ
Ｕ
Ｉ
８
杏
■
８
宮
Ⅱ
８
二
日
ロ
ー
’
一
日
１
日
二
Ⅱ
■
。
■

○
○
円
、
前
年
産
に
比
し
八
、
’
五
○
○

’
て
一
○
、
三
○
○
円
、
教
育
研
究
饗
と
れ
を
先
程
防
災
邦
定
を
受
く
る
と
こ
ろ
円
の
婚
額
と
な
っ
て
お
り
ま
ナ
。

し
て
五
○
、
○
○
○
円
、
総
額
七
八
、
と
な
り
新
年
度
に
お
い
て
は
是
非
共
こ
次
に

》
鰡
雛
雑
一
聯
辮
鯏
螺
糊
帝
綱
一
繩
獺
縦
鰯
蕊

承
知
の
如
く
蒋
田
小
学
校
舎
は
建
築
以
一
錆
で
ご
ざ
い
ま
す
。

総
額
に
お
い
て
壹
七
、
函
○
○
円
前
年

蝶
設
灘
椎
雛
誕
澱
腱
轌
一
睡
灘
醗
眺
鮭
誌
崖
鮮
確
霊
軸
詫
梱
。
。
円
の
爵
と
な

「
］

八

‘

血

融

（
老
朽
校

田
・
小
学
校
）

f

｡
ぜ

口

一
風
協
睡
会
負
担
金
の
一
、
。
Ｕ
○
円
と

一
癖
詫
塞
雷
登
搾
蝿
罎
函
権
函
や
銅
や
鏑

三
六
・
二
％
）
ざ
い
ま
す
。

一
昨
年
よ
り
五
、
だ
く
○
、
竺
一
宝
円
埆
な
お
こ
れ
に
対
す
る
財
源
措
圃
と
し
て

一
第
六
款
社
会
労
働
施
設
変
の
内
訳
は
っ
国
庫
補
助
金
百
五
十
万
円
、
借
入
金
七

封
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
十
五
万
円
と
相
成
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ

▲
『
民
生
委
良
会
室
』
い
ま
す
。

一
諸
手
当
に
お
い
て
六
、
八
○
○
円
の
婚
▲
『
保
育
所
新
築
蜜
』

爾
計
上
は
く
１
ス
引
上
げ
に
よ
る
埴
額
こ
れ
も
社
会
福
祉
の
面
よ
り
見
ま
し
て

一
で
欣
蛮
は
前
年
同
減
の
一
三
一
、
○
○
○
円
一
最
も
鍾
要
な
問
題
で
し
か
も
こ
れ
が
新

一
鯆
蕊
鮭
舗
朔
艫
眠
壁
縦
》
簾
吐
鮭
蝿
率
魑
誕

一

相
成
っ
て
お
り
ま
す
が
、
萱
鰭
愛
に
お
然
し
な
が
ら
現
下
の
社
会
憧
勢
か
ら
見
雄
大
さ
に
お
い
て
ま
た
自
然
美
に
お
い

い
て
百
万
円
の
減
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ま
し
て
も
公
営
住
宅
の
建
設
こ
そ
社
会
－
て
は
全
く
稀
に
見
る
天
然
公
隈
で
ご
ざ

一
識
輔
騨
謹
羅
罐
瀦
灘
蕊
蕊
麗
羅
確
議
難
獣
蔑
艫

一
鯉
阻
繍
緑
調
γ
１
一
豊
野
罫
薯
ご
ざ
い
ま
す
が
こ

成
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
杜
会
労
働
施
殴
室

化
、
六
九
一
、
○
○
○
円

（
二
六
・
二
％

！■

ｳ

ﾄ

I，

口

一

て
壹
亘
一
十
万
円
土
地
画
收
変
と
し
て

一
千
万
円
合
註
一
百
四
十
万
円
を
予
算

化
計
上
い
た
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す

な
お
敷
地
に
つ
き
ま
し
て
は
目
下
物
色

奏
究
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

は
到
底
そ
の
実
現
が
危
ぶ
ま
れ
る
の
で
一
職
員
絵
に
お
い
ヱ
一
四
七
、
四
○
○
円

ご
ざ
い
ま
す
。
以
上
の
よ
う
な
訳
で
あ
の
増
額
は
給
料
ベ
ー
ス
引
上
げ
に
浄
つ

り
ま
す
の
で
今
回
は
な
ん
と
し
て
も
実
増
額
分
と
保
母
端
員
に
よ
る
嫡
額
計
上

現
を
見
る
べ
く
、
こ
れ
が
新
築
饗
と
し
》
で
あ
り
ま
す
。

る
聖
付
補
助
金
の
目
安
も
つ
い
た
よ
う

な
次
第
で
今
回
を
逸
し
た
な
ら
ば
今
後

建第
築一
い種
た－
し戸
べ当
くり
こ=

れ－1－
が万
縄円
蜜十
と戸
し分
てを

れる
がの
たで
めど
にざ
はい
町ま
民す
が。

一從
体い
とま
な し
って
てこ

三
百
万
円
を
計
上
い
た
し
た
次
第
で
己

菅

一
騨
騨
蛎
澤
榧
詣
群
鴻
錘

放
蜜
に
お
い
て
三
一
、
○
○
○
円
の
堀

は
こ
れ
も
べ
１
ス
引
上
げ
に
よ
る
自
然

靖
と
職
風
の
蛎
興
に
伴
う
埴
額
計
上
で

れ
が
た
め
に
は
町
民
が
一
体
と
な
っ
て

遊
覧
客
の
誘
致
策
に
力
を
致
し
た
な
ら

ば
商
工
業
者
は
も
ち
ろ
ん
町
終
済
全
般

に
及
ぼ
す
有
形
無
形
の
恩
恵
も
亦
大
き

な
も
の
と
信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。

然
し
な
が
ら
今
に
し
て
何
等
か
の
施
策

を
な
さ
ず
こ
の
ま
士
筬
置
し
た
な
ら
ば

折
角
の
宝
も
埋
木
と
化
す
る
お
そ
れ
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
新
年
度
に
お
け
る
第

‐
一
施
設
と
致
し
ま
し
て
稜
の
苗
木
五
百

本
を
補
植
し
ま
た
他
施
般
変
種
も
見
込

み
十
万
円
を
計
上
致
し
た
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。

▲
『
傑
育
所
痩
』

百
万
円
と
相
成
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。

▲
『
公
画
賛
』

ご
承
知
の
如
く
当
町
芦
野
公
園
は
そ
の

雄
大
さ
に
お
い
て
ま
た
自
然
美
に
お
い

円
、
県
蛮
補
助
八
十
万
円
で
町
負
担
は

財
源
描
瞳
と
し
て
国
庫
補
助
百
六
十
万

（

卜

1

4
一言ーー ＝一
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『

句

よ りだ木金（7）
●

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
町
に
お
け
る
鰻
協
分
定
の
在
り
方
を

見
や
に
何
れ
も
弱
小
に
し
て
黄
金
難
に

喘
ぎ
つ
つ
あ
る
の
現
状
か
と
思
考
せ
ら

れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

今
に
し
て
農
協
の
一
本
化
締
合
を
見
な

か
っ
た
な
ら
ば
鰹
家
の
自
立
は
勿
論
町

経
済
に
及
ぼ
す
掴
失
も
ま
た
相
当
大
な

る
も
の
あ
る
垂
考
え
る
と
き
全
く
愛
慮

に
堪
え
な
い
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
隆

協
の
一
本
化
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
八
月
の
町
滅
会
に
お
い
て
も
強
く
舗

織
せ
ら
れ
理
噸
者
と
い
た
し
ま
し
て
も

常
に
一
本
化
を
舞
究
い
た
し
て
参
っ
た

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

幸
い
昨
今
に
至
り
ま
し
て
は
各
組
合
共

統
合
の
罷
運
が
見
え
て
参
っ
た
よ
う
で

こ
れ
は
独
り
組
合
員
自
体
の
み
の
福
昔

で
な
く
町
全
体
の
一
大
福
苦
と
傭
じ
て

疑
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

愈
左
一
本
化
統
合
の
場
合
に
お
い
て
こ

り
巳
４
分
。
●
〃
●
●
旬
タ
■
も
、
ａ
●
Ｃ
Ｇ
■
●
■
〃
■
。
＠
■

（
林
号
檎
・
の
摘

で
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
こ
れ
が
金
融

も
不
能
と
相
成
る
よ
う
な
こ
と
が
ご
ざ

対
簸
饗
に
つ
き
ま
し
て
利
子
補
給
金
と
ゞ
｜

鮭
潔
鱈
繕
鉦
蕊

い
ま
す
。

▲
『
林
楡
握
興
対
策
壷
』

い
ま
し
て
は
洞
に
過
耀
と
存
じ
ま
す
の

通れ
をが

冬形
よ湧
息論
こに

と当

鶴
に面
統の
合疎

等
を
開
い
て
林
檎
に
対
す
る
培
雲
、
害

虫
駆
除
特
に
現
下
の
摘
勢
か
ら
み
て
最

の
で
こ
れ
が
施
無
と
し
て
柳
習
飛
話
会

釆
の
愈
要
壺
梁
の
一
つ
で
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
ま
た
当
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
将

た
い
意
味
合
か
ら
微
点
た
る
予
算
で
ご
と
し
て
排
水
工
事
を
施
工
致
す
べ
く
目

き
い
ま
す
が
そ
こ
に
二
万
円
を
献
上
致
下
微
力
を
尽
し
こ
れ
が
実
現
を
期
し
て

し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
あ
り
が
た
く

▲
『
縣
堂
淨
洲
ポ
ン
プ
股
庫
対
策
費
』
も
融
雪
早
点
こ
れ
が
醐
査
に
乗
り
出
す

等
に
関
す
る
知
識
の
修
得
に
両
献
致
し

も
癖
魔
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
販
路
打
開
雛

■
４
●
己
早
Ｆ
ｅ
５
夕
包
も
■
の
り
■
タ
■
●
■
●
■
も
、
Ｃ
ｅ
■
●
■
も
分
母
ｐ
■
●
■
●
■
分
り
■
●
■
ｃ
Ｇ
ｃ
Ｂ
ゆ
■
合
い
も
り
●
●
■
タ
■
①
８
ヶ
い
■
Ｄ
Ｂ
Ｃ
■
夕
ｐ
ｏ
心
自
も
Ｅ
Ｆ
ｒ
ｅ
ｐ
寺
ｓ
も
●
■
●
■
の
■
。
Ｃ
ｃ
Ｆ
ｑ
心
■
も
■
●
■
い
む
呼
凸
け
々
■
も
け
●
令
？
⑪
Ｂ
も
ｑ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
ｂ
″
白
■
●
Ｇ
も
夕
』
二

識
司
謹
捌
口
』

栗
）

幸
》
雪
雲
一
一
》
一
癖
鈴
》
鋸
”
一
一
一
・
秀
“
“
，
”
咳
・
秘
ム

q
■

森
県
営
金
木
地
区
排
水
ポ
ン
プ
事
業
所

て
取
り
組
み
実
現
の
一
日
も
旱
か
れ
か
一

鮭
騰
蕊
雛
蕊
一

霊
窪
懲
謹
豐
篭
塗
計
表
し
た
際
で
皇

損
耗
を
忠
っ
時
全
く
同
僚
の
念
禁
じ
得
な
お
本
エ
率
の
鯛
査
検
分
を
難
ね
両
町
一

な
い
も
の
が
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
村
憂
並
び
に
関
係
者
代
変
と
協
麟
の
塵

関
係
農
民
は
多
年
そ
の
苦
し
み
よ
り
暁
味
合
を
も
っ
て
囲
一
十
七
日
に
は
県
耕
一

却
す
る
の
意
に
燃
え
、
排
水
エ
事
の
施
一
地
課
よ
り
係
官
が
参
る
こ
と
に
な
っ
て
一

誕
諜
融
潔
蕊
蠅
蒜
謹
礫
誕
蕊
羅
識

た
年
点
の
水
密
に
多
年
悩
ま
さ
れ
続
け
ゞ
変
と
Ｌ
そ
少
額
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
一
」

今

い
ま
す
。
本
職
も
ま
た
町
長
就
任
以
来
一

こ
れ
が
促
進
突
現
に
祁
身
的
努
力
を
以
一

こ
れ
も
ま
た
斌
要
な
問
題
で
毎
承
知
の
一
こ
と
と
相
成
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
一

工
方
を
叫
び
続
け
て
参
っ
た
の
で
ご
ざ
一

ダ

●

お
り
ま
す
。
一
一

以
上
を
持
ち
ま
し
て
産
樂
経
濟
に
対
す

る
娩
明
を
鰺
り
ま
す
が
本
予
算
計
上
総

額
は
亘
一
千
一
万
八
千
七
百
六
十
円
で

加
年
腰
に
比
し
五
一
四
、
五
一
五
円
の

増
額
計
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
第
九
款
『
財
窟
暹

財
産
強
計
上
予
算
は
三
三
、
五
一
五

円
で
加
年
函
に
比
し
二
三
、
五
七
九
円

の
埴
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
そ
の
塘
額

分
は
火
災
保
険
料
の
塘
額
で
ご
ざ
い
ま

〆

ま -だ
二
一
○
、
○
○
○
円
で
前
年
庭
に
比
し

八
六
、
函
○
○
円
の
靖
と
な
っ
て
お
り

塘 申
上
げ
ま
す
と
元
金
鱗
運
金
に
お
い
て

一
三
、
三
○
二
円
で
前
年
歴
よ
り
も
二

◎円 公
便

項
の
衆
溌
院
臓
員
選
挙
蜜
で
さ
一
、
六
一
．
舘
十
凪
款
『
地
方
振
興
蜜
』

地
方
振
興
喪
の
予
算
総
額
は
十
九
万
三

○
○
円
の
計
上
で
全
額
国
庫
補
助
金
を

見
込
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。

千
円
で
前
年
歴
に
比
し
五
万
円
の
埴
額

計
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
第
十
二
款
『
公
侭
壷
』

、
ｉ
ｔ
ｊ
：
！
↑
Ｌ
・
・
・
、
！
．
‐
‐
一
こ
の
埴
額
分
憾
プ
ジ
オ
束
奥
出
蚕
金
五

鈴く 円 選
挙
薮

◎ 前
年
度
同
種
の
計
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

十 ◎七 円
沌
喀

●
、
昼 円

△､

BJ す毒 五
一一

の一
Ｊ
に
お
い
て
一
、
三
一
六
、
八
六
九
円

一
七
一
円
、
前
年
産
に
比
し
一
七
七
、

煙
前
年
腰
に
比
し
て
一
○
、
一
○
○
円

Ｌ
、
こ
れ
に
対
し
て
全
額
の
国
睡
補
助

（
県
負
担
額
は
一
三
、
八
○
○
円
）
統

一
前
年
産
に
比
し
九
一
、
三
六
四
円
の

見
込
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。

す
。

疵
孤
委
興
会
餐
で
六
五
、
九
○
○
円

で
前
年
度
に
比
し
一
六
三
、
瓜
○
○

邦
十
一
款
『
選
挙
喪
』

六
二
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
内
訳
を

拳
委
員
会
選
挙
変
で
三
五
、
六
五
○

で
新
規
計
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
第
四

の
埴
と
な
っ
て
お
り
こ
の
内
訳
は
選

緬
査
強
予
算
は
五
四
、
○
○
○
円
で

◎鋪
十
款
『
統
計
醜
査
鐘
』

の
減
と
な
っ
て
お
り
、
援
期
偵
利

埴
、
参
艤
院
議
風
選
挙
喪
で
五
二
、

五
○
円
で
新
規
計
上
で
ご
ざ
い
ま
し

盛
の
総
額
予
算
は
一
、
両
五
○
、

ま
た
一
時
借
入
金
利
子
に
お
い
て

計
上
総
額
は
一
二
六
、
七
○
○

、

●
一一一一一一一一一一一一一一一一一

第
十
三
款
『
騒
支
出
金
』

篭
支
出
金
の
総
額
予
算
は
二
七
九
、
三

七
九
円
で
前
年
展
に
比
し
一
○
八
、
八

一
七
九
円
の
瀦
額
計
上
と
な
っ
て
お
り
ま

’

万
円
の
新
規
計
上
に
よ
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

◎
第
十
五
款
『
予
備
萱
』

に
つ
き
ま
し
て
は
予
算
遡
用
上
必
要
欠

く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
前
年
鹿
よ
り
五
五
、
○
八
七
円
を
埴

額
と
一
千
万
円
を
計
上
い
た
し
た
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
を
持
ち
ま
し
て
歳
出
予
算
の
概
要

的
説
明
を
絡
り
た
い
と
存
ず
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

す
。
こ
の
内
訳
に
つ
い
て
申
し
ま
す
と

公
金
取
扱
金
の
一
八
、
○
○
○
円
で
前

年
陵
に
比
し
三
、
○
○
○
円
の
増
、
徴

税
喪
の
浦
納
処
分
喪
は
二
一
、
○
○
○

円
で
前
年
度
に
比
し
三
、
○
○
○
円
の

埴
、
報
鱗
金
（
趣
気
ガ
ス
麹
は
九
、

八
六
○
円
で
前
年
座
に
比
し
雲
、
八
六

○
円
の
増

『
寅
報
費
』
↓
で
は
十
万
円
で
前
年
と
同

額
と
な
っ
て
お
り
雑
支
出
負
拒
金
に
お

い
て
十
三
万
八
千
五
百
十
九
円
で
前
年

産
に
比
し
九
八
一
円
の
減
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

4

四

洲
、
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I

【
歳
入
】

次
に
歳
入
予
算
に
つ
い
て
そ
の
あ
ら
ま

し
を
御
娩
明
申
上
げ
ま
す
。

ま
ず
第
一
献
の
町
税
收
入
の
三
一
、
二

八
五
、
七
五
七
円
の
計
上
で
あ
り
ま
す

が
こ
れ
葎
昨
年
度
当
初
予
算
七
、
餌
○

三
、
三
五
○
円
に
比
較
い
た
し
ま
す
と

四
、
八
八
二
、
函
○
七
円
の
増
收
と
相

‐
成
っ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
主
な
税
目
に
つ
い
て
概
要
を
申

上
げ
ま
す
と
町
民
税
に
お
い
て
四
五
○

万
円
で
昨
年
腰
当
初
予
算
に
比
し
一
、

六
九
九
、
一
○
○
円
の
埴
、
即
ち
自
然

端
收
の
見
込
で
ご
ざ
い
ま
す
。

つ
ぎ
の
固
定
賛
亜
税
に
お
い
て
五
、
六

○
三
、
○
○
○
円
で
昨
年
度
当
初
予
算

‐
に
比
し
一
、
九
三
九
、
四
五
○
円
の
増

即
ち
こ
の
漁
額
は
今
回
の
町
税
条
例
の

一
一
改
正
に
基
く
埴
額
見
込
額
の
百
汽
十
万

円
目
然
噸
收
鳳
込
額
の
、
三
九
、
匹
五

○
円
と
相
成
っ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す

１
１
口
■
■
Ｉ
■
■
■
・
‐
Ｉ
ｉ
ｐ
『
‐
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
Ｄ
０
エ
ー
ロ
ー
ロ

‐
１
１
↓
‐
へ
金
木
だ
よ
り
莚
印
刷

１
０
心
ｒ
ｊ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
‐
‐
，
Ⅲ
巳
Ｐ
印
‐
却
刊
０

刃
■

１

－
可
も

ｋ

、
ご
■
・
■
凸
■
凸
■
凸
■
画
■
・
■
・
■
・
■
画
■
』
■
凸
■
』
■
』
■
画
■
垂
■
』
■
・
■
・
■
凸
■
・
■
巳
■
■
■
・
巳
■
・
■
・
・
■
ｂ
巴
・
■
』
■
』
■
・
■

I

自
転
望
税
に
お
い
て
は
三
三
六
、
八
○

○
円
で
昨
年
度
当
初
予
算
に
比
し
九
五

自
転
軍
税
に
お
い
て
は
三
三
六
、
八
○
一
第
五
款
使
用
料
及
び
手
数
料
の
二
三
万

○
円
で
昨
年
度
当
初
予
算
に
比
し
九
五
一
九
壬
〈
百
円
の
計
上
で
あ
り
ま
す
が
昨

九
○
○
円
の
埴
收
と
な
っ
て
お
り
こ
れ
年
度
当
初
予
算
に
比
較
い
た
し
ま
す
と

は
自
然
端
收
見
込
額
で
、
荷
車
税
は
昨
一
万
一
千
五
百
円
の
埆
收
と
相
成
っ
て

年
度
同
額
二
○
八
、
○
○
○
円
で
あ
り
お
り
ま
す
。

ま
た
画
気
ガ
ス
繕
お
い
て
四
十
五
万
一
》
謂
窄
鑛
鵠
洲
諭
瑚
ご

ま
す
。

円
昨
年
度
当
初
予
算
に
比
し
九
万
円
の
れ
を
昨
年
度
当
初
予
算
三
、
九
一
九
、

増
は
自
然
端
收
、
木
材
引
取
税
は
十
万
八
○
○
円
に
比
較
い
た
し
ま
す
と
四
八

円
で
昨
年
産
と
同
額
。
万
九
千
八
百
五
十
五
円
の
塘
收
と
相
成

広
告
税
及
び
接
客
人
税
は
廃
税
と
な
り
な
っ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
し
た
関
係
で
三
万
円
の
減
と
相
成
つ
一
一
こ
の
内
訳
を
申
上
げ
る
と
国
庫
負
担
金

て
お
り
、
以
上
按
通
税
総
額
は
一
千
百
の
産
難
継
済
国
庫
魚
担
金
に
お
い
て
三

十
九
万
七
千
八
百
円
で
昨
年
匪
当
初
予
八
万
円
、
昨
年
腰
の
一
八
万
円
に
比
し

算
に
比
し
三
百
七
十
九
万
四
千
四
百
五
三
十
万
円
の
埴
と
な
っ
て
お
り
、
国
皿

十
円
の
堀
收
と
相
成
っ
て
お
り
ま
す
。
｜
補
助
金
を
四
、
○
二
九
、
六
五
五
門
針

過
年
匪
收
入
町
税
は
百
八
万
七
千
九
百
上
致
し
ま
し
た
が
、
昨
年
座
の
当
初
予

五
十
七
円
の
塘
額
で
こ
の
内
沢
は
町
民
算
に
比
較
致
し
ま
す
と
二
八
万
九
千
八

税
に
お
い
て
四
十
九
万
円
、
固
定
黄
産
百
五
十
笂
円
の
埴
收
と
報
成
っ
て
お
り

罐
綴
溝
灌
謂
蛭
蕊
鑪
繍
騨
澱
吋

可

＝ J
､

１
１
１
‐
■
１
１
‐
Ⅱ
ｌ
Ｊ
６
０
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｔ
ｆ
Ｉ
‐
二

'’
｜
成
っ
て
お
り
ま
す
。

｜
次
に
塾
薮
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
五

六
十
万
円
の
計
上
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
を
昨
年
度
当
初
予
算
に
比
較
い
た
し

ま
す
と
三
十
五
万
円
の
輸
收
と
相
成
つ

｜
て
お
り
ま
す
。

一
第
三
款
の
公
企
梁
及
財
産
収
入
の
二
万

一
ｍ
五
○
門
は
昨
年
座
と
同
額
針
上
で
あ

り
ま
す
。

鋪
阿
款
夫
役
及
び
現
品
收
入
に
お
い
て

一
毒
奉
媚
葬
錨
唾
は
昨
年
度
と
同
額
計
上

へ

Ｉ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
１
１
１
１
‐
１
１
隈
１
１
１
’
１
１
‐
‐
ｌ
‐
‐
１
１
■
■
、

’
’
’

’
一
１
１

年
産
に
比
し
八
九
万
四
壬
萱
円
の
埴

社
会
福
祉
施
設
補
助
金
望
一
四
十
万
九

壬
〈
百
玉
十
五
円
で
昨
年
度
準
比
し
二

－－

亘
一
千
九
万
五
千
六
百
五
十
塞
円
の
塩

と
相
成
っ
て
お
り
ま
す
。
一

次
に
町
便
に
お
い
て
五
七
五
万
円
の
計

上
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
種
昨
年
度
当

初
予
算
三
皿
○
万
国
卜
比
較
い
た
し
ま

す
と
一
三
五
万
円
の
噸
で
こ
の
内
訳
を

申
上
げ
ま
す
と
、
教
育
費
蒔
田
小
学
校

改
築
殻
充
当
便
と
し
て
五
百
万
円
、
公

営
住
宅
建
築
塑
充
当
恢
と
し
て
七
五
万

円
と
相
成
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
を
持
ち
ま
し
て
昭
和
二
十
八
年
疫

歳
入
寂
出
予
算
案
と
そ
の
他
の
諸
餓
案

に
対
す
る
御
繊
明
を
鯵
り
た
い
と
存
ず

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

つ
ぎ
の
第
七
款
県
支
出
金
の
一
、
○
九

七
、
四
七
七
円
の
計
上
で
あ
ぎ
鋲
す
が

こ
れ
を
昨
年
腰
当
初
矛
算
四
八
、
七
三

○
円
に
比
較
致
し
ま
す
と
一
軍
、
○
四
八

七
四
七
円
の
塘
收
と
相
成
っ
て
お
り
、

こ
の
内
訳
を
申
上
げ
る
之
統
針
鯛
盃
変

県
鍾
担
金
に
お
い
て
二
一
、
八
○
○
円
一
一

で
昨
年
座
に
比
し
五
、
四
○
○
円
の
塘
一

県
禰
助
金
の
結
核
予
曄
聾
禰
助
金
に
お

い
王
〈
七
、
三
一
○
口
で
昨
年
度
に
比
一

し
三
二
、
九
九
○
円
の
壇
選
挙
饗
禰
一

助
金
に
お
じ
二
一
迄
一
五
○
円
の
一

増
、
社
会
福
祉
施
識
棚
助
金
で
九
○
万

一
壬
百
七
円
の
埴
と
相
成
っ
て
お
る

の
で
あ
り
ま
す
。
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